
 

 

 日本では、例年４月に出会いが繰り返され、３月に別れがやってきます。 

私自身、この３月に、いつも振り返ることがあります。それは、どんな人と出会った一年だっただろう？そう考えるのです。私と
いう人間と出会った人は、私のことをどう思っているのだろう？そして、どう評価しているのだろう？ 
子どもたちは、校長を選ぶことが出来ません。だからこそ、出会えてよかったと言ってもらえる３月にしたいと考えています。 
また、全国的にいじめや不登校への対応等が求められる中、愛宕中に勤務する私は、こんなことも考えます。 
人は、誰にも言えない悩みがあると思うのです。他人には「なあんだ」というようなことでも、その人にとっては命がけのこと
だってあると思います。これは、子どもたちにとっても同じことで、自分が嫌なことは、他人にとっても嫌なことだと感じることが
でき、人に優しく出来るようにするために、教育が必要なのだと思います。 
学力や体力の向上はもとより、道徳教育をはじめ、全ての教育活動を通して子どもたちに優しさや思いやりの心を育んでい
くことが教育の使命だと思っています。 
先日開催した今年度最後の「学校運営協議会」、そして入学説明会等において以下の実践について、現時点での方針をお
示ししました。 
次年度も全生徒に対する「学びの保障」と「働き方改革」を重点目標に掲げ、いじめのない、世界で一番「優しい学校」を目
指します。 

 
令和７年度 旭川市教委「教育行政方針」を受けて「愛宕中アップデート！」 
取組１「未来を生き抜く力を育む」【逆境に負けない心を育む教育を推進】 
いじめや不登校へ対応し、かけがえのない命を自他ともに大切にする、逆境に負けない心を持つ生徒を育みます 
取組２「学びの環境を整える」【小学校との接続を活かし一貫教育を推進】 
ふるさとへの愛着と誇りを持ち、自分の人生を自ら切り開くことができる確かな学力と正しい判断力を身に付け、豊
かな人間関係を築くことの出来る生徒の育成を小中一貫して目指します 
取組３「子どもたちをともに育て豊かな学びをつくる」【振る舞い教育の推進】 
意識だけではなく行動化に取り組み、生徒、教職員、保護者、地域住民が自らの「振る舞い」を意識し行動出来るよ
う変革を促し、小中の具体的な連携をさらに推進します。 
 
【愛宕中学校で育成を目指す資質・能力の重点】現状を踏まえたupdate 
〇 探求する力！「ジャンプ課題」に対して根拠を明確にして説明できる ⇒ 継続 
〇 気遣う力！他者の利得や幸福を考えて行動できる ⇒学校評価より設定 
〇 貢献力！自分が集団や社会の中で「役立っている」と感じ取ることができる ⇒学校評価より設定 
〇 やり抜く力！目的達成のためにあきらめずに粘り強く行動できる ⇒ 学校評価より設定 
 
今年度、３年生とは後９日間！１・２年生とは後15日間！「子どもを見る目、活かす知恵」を大切にし、全教職員
でしっかり子どもたちに向き合って参ります。 
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No 生徒アンケートの評価項目 １ ２ ３ ４ 
1、2

の合計 

1 登校時刻を守り、朝読書にまじめに取り組んでいる。 5２ ３６ ９ 3 ８８ 

2 各教科の授業では課題を理解し、意欲的に取り組み、積極的に発言している。 1４ 5１ ３２ ３ ６５ 

3 明るいあいさつを心がけ、ルールを守っている。 ３８ 50 １１ 1 ８８ 

4 学級や行事、委員会活動では、仲間と協力して、自分の役割を自覚し、進んで参加している。 ５３ ３６ ９ ２ ８９ 

5 家庭学習（予習・復習）を毎日1時間以上行っている。（塾・家庭教師を含む） 40 3２ １８ 1０ 72 

6 学校生活における友人関係は良好である。 59 ３４ ５ ２ 9３ 

7 社会における、マナーやルールの大切さをよく理解している。 55 40 4 １ 95 

8 相手の立場を理解し、協力し合うなど、思いやりのある行動をとっている。 38 53 8 １ 9１ 

9 困ったときには気軽に相談のできる先生や友だちがいる。 63 27 7 3 90 

10 学級の話し合いでは、自分の意見をもち、しっかりと周りに伝えようと努力している。 25 50 23 2 75 

11 健康に注意し、進んで体育や体育的行事・部活動に参加している。 54 30 14 2 94 

12 進路の学習では学ぶこと、働くことや、自分の将来について考える機会がある。 54 36 7 3 90 

 （１そう思う ２やや思う ３あまり思わない ４思わない） ※数字は％ 
＜「そう思う」「やや思う」の肯定的な意見が８０％以上を占め、成果と考えられる項目＞ Ｎｏ、「１」「３」「４」「６」「７」「８」「９」「１１」「１２」 

No 保護者アンケートの評価項目 １ ２ ３ ４ ５ 
1、2
の合

計 

1 子どもは楽しく学校生活を送っている。 ５０ ３８ ６ ２ ４ 86 

2 明るいあいさつをし、規則を守ることを心がけている。 38 49 6 1 5 87 

3 毎日家庭学習をする習慣が身に付いている。 29 31 25 13 2 60 

4 
学校行事（体育大会、学校祭）は、生徒の自主性や協力、望ましい人間関係を育てる

場となっている。 
54 36 3 1 6 90 

5 体育・行事・部活動などを通して心身を鍛え、健康な生活を心がけている。 50 36 6 2 6 86 

6 学校・学級では、生徒一人一人が大切にされ、安心して生活できる場となっている。 38 43 5 1 13 82 

7 学校は、生徒が抱えている様々な悩みや問題に対して、親身になって対応している。 4１ 39 5 １ 14 80 

 生徒・保護者アンケートの結果と今後に向けて                               

生徒・保護者アンケートの集約結果と今後の方策について、掲載させていただきました。皆様からいただきまし

た評価結果を年度末反省や学校運営協議会等で活用し、次年度の学校経営に生かしてまいります。 



8 
学校の考え方や生徒の様子、健康・安全について、マチコミメールや各種通信、懇

談会などでわかりやすく伝えられている。 
51 36 6 １ 6 87 

（１そう思う ２やや思う ３あまり思わない ４思わない ５判断できない・分からない・該当しない） ※数字は％ 

＜「そう思う」「やや思う」の肯定的な意見が８０％以上を占め、成果と考えられる項目＞ Ｎｏ、「１」「2」「４」「５」「６」「７」「８」 

 

  

＜課題と思われる項目＞ 
生徒２  「各教科の授業では課題を理解し、意欲的に取り組み、積極的に発言している」 
生徒５  「家庭学習（予習・復習）を毎日１時間以上行っている」（塾・家庭教師を含む） 
生徒１０ 「学級の話し合いでは、自分の意見をもち、しっかりと周りに伝えようと努力している。」 
保護者３ 「毎日家庭学習をする習慣が身に付いている。」 
●基礎・基本の更なる定着をめざして、毎日最低１時間以上は学習するよう学級担任や教科担任から学習習
慣の定着に向け、指導に努めてきましたが、十分に達成することができませんでした。 
今後は、学力テストや定期テストに向けて、テスト計画表等を活用し、家庭学習が進められるように取り

組むとともに、なお一層学力の定着をめざし取り組んでいきます。家庭でのご指導につきましてもご協力を
お願いいたしします。 

 全国体力・運動能力調査の結果                                        

今年度実施しました「全国体力・運動能力調査」の本校第２学年「生徒の体力の状況」について、全国と比較し

た結果をお知らせします。新体力テストの概要が下表のとおりです。 

２年生男子は、反復横とび、50ｍ走については、全国平均を超え、高い数値を示しています。 
２年生女子は、上体起こし、50ｍ走については、全国平均を超え、高い数値を示しています。 
昨年度課題であった反復横とび、ハンドボール投げについては、改善傾向ですが、２年生男女共に、20ｍシャ

トルランについては、特に改善に向け、保健体育科での学習を中心に、向上を目指し授業を進めてまいります。 
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 ベストブックコンテスト              

図書委員会主催の「ベストブックコンテスト」を開催しました。全校生徒が参加し、自分のお気に入りの１冊を
紹介文とイラストでまとめたレポートを作成しました。このコンテストでは、レポート作品を読み、「次に読むの
は、この本にしようと思える作品」を1 点選び、Google Classroom を活用し、選考しています。今年度の受賞
者は、下記のとおりです。 
読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし生きる力を身に付けて

いく上で欠くことができないものの１つです。これからもお気に入りの１冊を手に取り、読書の楽しさを味わって
ほしいものです。 
ベストブック賞  

永杏さん(1-4)  山口彩咲さん(2-2) 高田晃太朗さん(3-1) 
校長賞      
桑名詞葉さん(1-1) 牧野一葉さん(1-2) 安井千尋さん(3-3) 

図書館奨励賞 
  得能杏花さん(1-2) 吉田明咲さん(1-3) 片岡龍之介さん(1-4)  

穴吹瑠さん(2-1)  岩佐未来さん(2-2) 美濃島凪沙さん(1-3) 
石黒志織さん(3-1) 佐々木希玲さん(3-2) 林野下結来さん(3-2) 

 旭川市児童生徒作品展               

「旭川市児童生徒作品展」が2月20日(木)から２３日(日)までの期間、旭川市民文化会館展示室にて開催され
ました。図画工作・美術科の授業で制作した旭川市内小中学生の作品1,797 点のうち、入賞605点が展示され
ました。本校からは15点が見事入賞を果たしました。 
特別賞 
 
 
 
 
 

北海道新聞社賞                 旭川商工会議所会頭賞 
菅 杏花さん(3-1)                 大西紗良さん(3-1) 

       
特選 佐々木希玲さん(3-2) 入江光輝さん(3-3) 穴吹瑠さん(2-1) 
入選 小川舜平さん(3-2) 林野下結来さん(3-2) 山中柚月さん(3-2) 妻沼奏利さん(3-3) 松本一毅さん(2-1) 

小岩優月さん(1-1) 得能杏花さん(1-2) 福士杏樹さん(1-3) 小笠原唯人さん(1-4) 志田みのりさん(1-4) 
 
校内美術作品展 奨励賞 
青木彩恵さん(3-1) 髙田晃太朗さん(3-1) 永井健翔さん(3-2) 檜山花音さん(3-3) 神田紗良さん(2-1) 
武田聖奈さん(2-1) 福井悠那さん(2-1)  星見那奈さん(2-1) 吉岡ひなさん(2-1) 大西佑典さん(2-2) 
小山汐里さん(2-2) 美濃島凪沙さん(2-2) 遠入詩子さん(2-3) 島田将丞さん(2-3) 青木颯汰さん(1-1) 
丘島夢華さん(1-1) 佐藤奏琉さん(1-1) 杉内歩果さん(1-1) 玉川愛理さん(1-1) 中下愛彩さん(1-2) 
岩本真奈さん(1-2) 齊藤陽向さん(1-2) 滝本望乃さん(1-3) 福井康生さん(1-3) 永杏さん(1-4) 
 


